
広報おうめ ２９.２．１５（１０）ホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/

募
集
人
数

若
干
人

現
場
見
学
会

３

月

１

日

（
水
）
…
四
小
▽
２
日
（
木
）

…
五
小

午
後
３
時
か
ら

※
集
合
場
所
等
は
別
途
通
知

し
ま
す
。

※
応
募
す
る
方
は
必
ず
ど
ち

ら
か
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

面
接
日

３
月
３
日
（
金
）

※
面
接
の
時
間
等
、
詳
細
は

別
途
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み

２
月

日
ま
で

２４

に
住
所
、
氏
名
、
希
望
す

る
学
校
、
参
加
予
定
の
現

場
見
学
会
を
電
話
で
社
会

教
育
課
へ

情
熱
を
持
つ
方

※
年
齢
、
性
別
、
資
格
等
は

問
い
ま
せ
ん
。

事
業
内
容
等

▽
実
施
日
・
場
所

月
・
水
・

金
曜
日
の
う
ち
週
１
～
２

日
程
度
…
五
小
▽
水
曜
日

…
三
小
、
六
小
、
河
辺
小
、

新
町
小
、
今
井
小
▽
水
・
金

曜
日
…
四
小

▽
時
間

お
お
む
ね
午
後
１

時
～
５
時

※
実
施
時
間
は
学
校
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

※
夏
休
み
等
長
期
休
業
期
間

は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
新
町
小
は
６
月
か
ら
新
規

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
放

課
後
に
小
学
校
施
設
を
利
用

し
て
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・

安
全
に
活
動
で
き
る
場
所
を

提
供
す
る
、
お
う
め
放
課
後

子
ど
も
教
室
「
夕
や
け
ラ
ン

ド
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
遊

び
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

を
行
う
４
月
以
降
の
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容

教
育
活
動
サ
ポ

ー
タ
ー
（
謝
金
１
時
間
９３２

円
）
…
子
ど
も
た
ち
の
安

全
の
確
保
、
一
緒
に
遊
ぶ
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ポ
ー
ト

対
象

協
調
性
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

「
起
業
を
考
え
て
み
よ
う

か
な
。」
と
思
っ
て
も
、
い
ろ
ん

な
不
安
や
疑
問
が
付
き
ま
と

っ
て
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な

い
。そ
ん
な
方
々
に
向
け
て
、

お
う
め
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
初
心
者
向
け
基
礎
講
座

「
創
業
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」を
開
講
し
ま
す
。

起
業
に
つ
い
て
少
し
で
も

お
考
え
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
４
日
～

日
の

２５

土
・
日
曜
日
（
７
回
）

午

前

時

分
～
午
後
零
時

１０

３０

分
（
途
中
休
憩
あ
り
）

３０
※
各
日
内
容
が
異
な
り
ま

す
。

会
場

お
う
め
創
業
支
援
セ

ン
タ
ー
Ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
！

（
東
青
梅
１
―
２
―
５
東

青
梅
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
１

階
）

対
象

起
業
を
お
考
え
の
方

費
用

１
講
座

円
（
４
講

５００

座
以
上
は
一
律
２
千
円
）

※
当
日
集
金

そ
の
他

講
座
内
容
等
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
同
支
援
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https

://w
w
w
.om

e-beg
in.c

om
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催

青
梅
商
工
会
議
所

共
催

青
梅
市
、
青
梅
信
用

金
庫

申
し
込
み

電
話
緯

・
２

８４

６
７
０
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
思

・
２
６
７
１
ま
た
は
お

８４う
め
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
同
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ

同
支
援
セ
ン

タ
ー
、
市
商
工
観
光
課

HP

創創
業
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま

創
業
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま
すす

「 新 選 組 」
（昭和４５年・１２２分）

上映日時 ２月２３日（木） 午後２時から
会場 市民会館ホール

出演 三船敏郎、小林佳樹、北大路欣也、司 葉子

ほか

監督 沢島 忠

入場無料 直接会場へ

主催 青梅懐かしの映画上映実行委員会

問い合わせ 商工観光課

第 １４６ 回

吹吹
上
しし
ょょ
う
ぶ
公

吹
上
し
ょ
う
ぶ
公
園園
ガ
イ
ドド
ボボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集集

講
習
会
日
程
・
内
容
・
場
所

下
表
の
と
お
り

申
し
込
み

３
月
３
日
ま
で

に
電
話
で
商
工
観
光
課
へ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時

分
～
午
後
５

３０

時

を
行
い
ま
す
の
で
、
花
し
ょ

う
ぶ
に
詳
し
く
な
い
方
で
も

大
丈
夫
で
す
。
人
と
話
す
こ

と
が
好
き
な
方
や
植
物
が
好

き
な
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

満

歳
以
上
で

１８

講
習
会
お
よ
び
ガ
イ
ド
活

動
（
ま
つ
り
期
間
中
に
５

日
間
程
度
）
に
参
加
で
き

る
方

実
施
場
所

吹
上
し
ょ
う
ぶ

公
園
（
吹
上

）
４２５

内
容

公
園
内
の
花
し
ょ
う

ぶ
と
そ
の
他
動
植
物
、
公

園
施
設
と
周
辺
案
内
な
ど

募
集
人
員

５
人
程
度

５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
か

け
て
開
催
す
る
「
吹
上
花
し

ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」
で
、
来
園
者

に
花
し
ょ
う
ぶ
の
ガ
イ
ド
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

事
前
に
先
輩
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
講
習
会

講習会日程

場所内容日程

市役所２階２０４会議室
概要説明 ▽ 花しょうぶ
の構造、特性 ▽花しょう
ぶの系統と栽培の歴史

３月２４日（金）
午前１０時～正午

市役所会議室
ガイド全体打ち合わせ会

▽先輩ガイドとの交流
４月中旬

市役所会議室
花しょうぶ栽培の基礎

▽ ガイド実践Ｑ＆Ａ ▽

公園周辺の観光資源
５月上旬

吹上しょうぶ公園ガイド全体講習会５月中旬

吹上しょうぶ公園
花しょうぶの年間管理

▽株分け実習
７月上旬～中旬

※４月以降の日程については、参加者と調整のうえ決定します。ま
た、内容および場所は一部変更になる可能性があります。

は
、
こ
れ
を
作
っ
た
時
代
が

あ
る
程
度
定
住
と
い
う
安
定

し
た
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
作
成
に
お
け
る
技
術

的
な
面
で
も
大
変
た
け
た
人

物
が
い
た
こ
と
、
加
え
て
土

器
に
描
か
れ
た
人
体
像
が
当

時
の
何
ら
か
の
社
会
的
事
情

を
表
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
内
容
を
後
世
の

私
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
さ
せ
ま

す
。こ

の
土
器
は
、
郷
土
博
物

館
「
青
梅
市
の
文
化
遺
産
」
コ

ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館

緯

・
６
８
５
９

２３

た
、
反
対
側
の
口
縁
部
に
は

髪
の
毛
を
束
ね
た
よ
う
な
渦

巻
き
紋
が
反
時
計
回
り
に
太

い
隆
帯
で
く
っ
き
り
と
描
か

れ
て
お
り
、
そ
ろ
ば
ん
玉
の

よ
う
な
下
部
は
人
が
両
膝
を

抱
え
て
座
っ
た
所
を
背
後
か

ら
見
た
臀
部
を
表
し
て
い
る

で
ん

よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
市
内
で

発
掘
さ
れ
た
土
器
の
中
で
は
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
く
、

人
体
紋
土
器
と
し
て
は
っ
き

り
と
確
認
が
で
き
、
ほ
ぼ
完

全
な
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
他

に
は
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
外
の
地
域
で
も

同
じ
要
素
を
持
っ
た
人
体
紋

土
器
が
発
掘
さ
れ

て
お
り
、
比
較
す

る
こ
と
で
欠
け
た

部
分
の
復
元
像
の

推
測
は
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

設
置
し
て
利
用

す
る
と
い
う
生
活

の
一
端
を
表
す
こ

の
土
器
の
存
在

が
一
切
無
く
、
文
様
は
人じ

ん

体た
い

紋
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
土

も
ん器

そ
の
も
の
を
人
体
に
見
立

て
、
身
体
の
部
分
を
器
面
に

表
し
て
い
る
土
器
で
す
。

具
体
的
に
は
、
口
縁
部
の

正
面
に
は
、
人
面
装
飾
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
欠

損
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
す
ぐ
下
は
「
ミ
ミ
ズ
ク

把
手
」
と
呼
ぶ
取
っ
手
が
付

と
っ
て

き
、
そ
の
下
の
両
側
に
は
乳

房
と
思
わ
れ
る
２
つ
の
突
起

が
あ
り
、
な
だ
ら
か
な
胴
部

に
は
フ
ォ
ー
ク
状
の
３
本
の

指
を
付
け
た
腕
が
隆

り
ゅ
う

帯
に
よ

た
い

り
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

３
本
の
指
に
よ
る
表
現
は
市

外
か
ら
の
出
土
例
も
多
く
あ

り
、
特
殊
な
意
味
を
持
た
せ

る
た
め
に
３
本
で
表
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

東
青
梅
に
あ
る
大
塚
山
の

山さ
ん

麓
南
東
に
位
置
す
る
大
塚

ろ
く

山
遺
跡
は
、
今
か
ら
約
５
千

年
前
の
縄
文
時
代
中
期
の
遺

跡
で
す
。

昭
和

年
代
末
、
道
路
の

４０

下
水
道
工
事
で
、
竪た

て

穴
住
居

あ
な

跡
の
一
部
と
そ
れ
を
埋
め
る

よ
う
な
状
態
で
多
く
の
縄
文

土
器
の
か
け
ら
や
石
器
類
が

出
土
し
ま
し
た
。
後
日
、
土

器
の
か
け
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
、
６
個
体
分
を
復
元
し
た

中
に
写
真
の
よ
う
な
深
鉢

（
甕
）
が
あ
り
ま
し
た
。

か
め

高
さ

・
８
唖
と
大
変
大
き

６２

く
、
口

径
（
外

径
）

・
８

４７

唖
、
口
縁
部
の
厚
さ
は
２
唖
、

重
さ

・
９
茜
と
、
手
軽
に
運

１３

べ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
土
器
の
特
徴
は
縄
文

大大
塚
山
遺
跡
の
縄
文
式
土

大
塚
山
遺
跡
の
縄
文
式
土
器器

市
文
化
財
保
護
指
導
員

鈴
木
晴

市
文
化
財
保
護
指
導
員

鈴
木
晴
也也

青

梅

市

の

文

化

遺

産

２

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
塑
、

工
芸
な
ど
中
学
校
生
徒
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

２
月

日
（
金
）
～

２４

３
月
２
日
（
木
）

午
前
１０

時
～
午
後
６
時

※

日
は
午
後
２
時
か
ら
、

２４２
日
は
午
後
４
時
ま
で

会
場

中
央
図
書
館
多
目
的

室
観
覧
無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

指
導
室
指
導

係

青

梅

市

中

学

校

美

術

作

品

展

お
う
め
放放
課
後後
子
どど
も
教

お
う
め
放
課
後
子
ど
も
教
室室

「「
夕
や
け
ラ
ンン
ド
」
ス
タ
ッ
フフ
募

「
夕
や
け
ラ
ン
ド
」
ス
タ
ッ
フ
募
集集


